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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板、
　前記基板上に形成された共通電極である第１電極、
　前記第１電極上に形成された有機物層、
　前記有機物層上に形成された個別電極である第２電極、
　前記第１電極上に形成され、前記第２電極の隔壁となるスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パタ
ーン、
　前記第２電極および前記有機物層を覆う封止薄膜、および
　前記封止薄膜上に広がっており、前記第１電極に電気的に接続される補助電極
を含み、
　前記補助電極が、スペーサとスペーサとの間の領域で前記第１電極と電気的に接続され
ているとともに、前記スペーサ上に存在して前記第２電極から離間した前記第２電極と同
じ材料の層と電気的に接続されていることを特徴とする有機発光素子。
【請求項２】
　前記第１電極は、金属、金属酸化物およびこれらの合金からなる群より選択される１種
以上を含むことを特徴とする請求項１記載の有機発光素子。
【請求項３】
　前記補助電極は、導電性シーラント（ｓｅａｌａｎｔ）および金属からなる群より選択
される１種以上を含むことを特徴とする請求項１または２記載の有機発光素子。
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【請求項４】
　前記有機発光素子は、照明用有機発光素子であることを特徴とする請求項１から３のい
ずれか１項記載の有機発光素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透明電極層の電圧下降を最小化し、素子の輝度均一性および安定性を確保可
能な優れた有機発光素子およびその製造方法に関するものである。本出願は、２０１０年
７月８日付で韓国特許庁に提出された韓国特許出願第１０－２０１０－００６５７１０号
の出願日の利益を主張し、その内容のすべては本明細書に組み込まれる。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光素子は、２つの対向電極と、その間に存在する多層の半導体的性質を有する有
機物の薄膜とから構成されている。このような構成の有機発光素子は、有機物質を用いて
電気エネルギーを光エネルギーに転換させる現象、すなわち、有機発光現象を利用する。
具体的には、正極と負極との間に有機物層を位置させた構造において、２つの電極の間に
電圧をかけると、正極からは正孔が、負極からは電子が有機物層に注入される。注入され
た正孔と電子が出会った時にエキシトン（ｅｘｃｉｔｏｎ）が形成され、このエキシトン
が再び基底状態に落ちる際に光を発するようになる。
【０００３】
　前記のような有機発光素子では、有機物層で生成された光が光透過性電極を通して放出
され、有機発光素子は、通常、前面発光（ｔｏｐ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ）、後面発光（ｂｏ
ｔｔｏｍ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ）、および両面発光型に分類することができる。前面または
後面発光型の場合は、２つの電極のうちの１つが光透過性電極でなければならず、両面発
光型の場合は、２つの電極がいずれも光透過性電極でなければならない。
【０００４】
　前記のような有機発光素子については、多層構造を用いる場合に低電圧で駆動できると
いうコダック社の発表以来多くの研究が集中してきており、最近では、有機発光素子を用
いた天然色ディスプレイが携帯用電話機に取り付けられて商用化されている。
【０００５】
　また、最近の有機発光素子は、既存の蛍光物質を用いる代わりに、燐光物質の使用に関
する研究が進むにつれ、効率が急激に向上しており、近い将来には既存の照明を代替でき
るという予想も出ている。
【０００６】
　有機発光素子が照明に用いられるためには、既存の天然色ディスプレイとは異なり、高
輝度で素子を駆動しなければならず、既存の照明のように一定の輝度を維持しなければな
らない。有機発光素子の輝度を十分に向上させるためには、広い面積で発光が行われなけ
ればならず、このように広い面積で発光が行われるようにするためには、高い駆動電流を
利用しなければならない。また、広い面積で一定の輝度を維持するためには、前記高い電
流が広い面積の素子に均一に注入されなければならない。
【０００７】
　一般的に、有機発光素子の正極物質としては、主に仕事関数の大きい金属酸化物が使用
される。しかし、金属酸化物は電気伝導度が比較的高くない。したがって、このような金
属酸化物が表示面積の小さい有機ＥＬやＬＣＤに用いられる場合には問題はないが、照明
機器に用いるための大面積の有機ＥＬに用いられる場合には高い電流による電圧降下が大
きく、電流が発光面に均一に注入されないため、素子の発光が均一にならない。例えば、
電極を駆動回路と電気的に結線させた部分の近傍でのみ発光し、残りの領域では弱い発光
が生じるか発光が生じないことがある。
【０００８】
　一方、有機発光素子の負極物質としては、主に仕事関数の小さい金属またはこれらの合
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金が使用される。このような金属は、物質自体の電気伝導度は高いことがあるが、有機発
光素子の特性上、電極の透明性が要求される場合に薄膜として形成されると、電気伝導度
が減少する。したがって、この場合にも、電流が発光面に均一に注入されないため、素子
の発光が均一にならないことがある。
【０００９】
　したがって、有機発光素子を照明機器に用いるためには、電極の抵抗を低減し、広い面
積の素子で高輝度の発光を均一にすることが必要である。
【００１０】
　また、電極の抵抗を低減することは、大面積の有機発光素子のみならず、受動駆動型（
ｐａｓｓｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）ディスプレイ素子の製造にも有用に使用できる。受動駆
動型ディスプレイは、能動駆動型（ａｃｔｉｖｅ　ｍａｔｒｉｘ）のように、非晶質ある
いは多結晶シリコン薄膜トランジスタ（ａｍｏｒｐｈｏｕｓ　ｏｒ　ｐｏｌｙ－ｓｉｌｉ
ｃｏｎ　ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）の背面板（ｂａｃｋ　ｐｌａｔｅ）が要らないため、製
造コストが極めて安価である。しかし、今のところ、受動駆動型有機ＥＬディスプレイが
様々な問題を抱えているため、受動駆動型有機ＥＬディスプレイよりは、能動駆動型有機
ＥＬディスプレイの方が商用化候補に浮上している。受動駆動型有機ＥＬディスプレイの
主な問題の１つは、受動駆動型有機ＥＬディスプレイ素子の製造には、優れた光透過性お
よび電気伝導度を有する電極を製造することが必須の技術であるが、現在用いられている
電極の抵抗が大きく、これにより、ディスプレイの大きさが増加すると、電極における電
圧降下が深刻で、ディスプレイ映像の実現が困難であることである。
【００１１】
　そのため、有機発光素子分野では、電極の抵抗を低減する技術の開発が要求されている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、透明電極層の電圧下降を最小化し、素子の輝度均一性および安定性を確保し
、簡単な工程で形成可能な補助電極を有する有機発光素子およびその製造方法を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　そのために、本発明は、
　１）基板上に形成された第１電極上にスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パターンを形成するス
テップと、
　２）有機物層および第２電極を形成するステップと、
　３）封止（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）薄膜を形成した後、前記封止薄膜の少なくと
も一部分をエッチングして第１電極を露出させるステップと、
　４）前記ステップ３）の露出した第１電極に電気的に接続された補助電極を形成するス
テップとを含む有機発光素子の製造方法を提供する。
【００１４】
　また、本発明は、前記製造方法によって製造されることを特徴とする有機発光素子を提
供する。
【００１５】
　さらに、本発明は、基板、第１電極、有機物層および第２電極を含む有機発光素子にお
いて、
　前記第１電極上にスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パターンを含み、
　前記第１電極に電気的に接続される補助電極を含み、
　前記第２電極および補助電極の間に封止薄膜を含むことを特徴とする有機発光素子を提
供する。
【発明の効果】
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【００１６】
　本発明にかかる有機発光素子は、透明電極において長手方向の電極の抵抗による電圧降
下およびこれに伴う素子の輝度不均衡の問題を解決することができる。また、本発明にか
かる有機発光素子は、第１電極上に補助電極を形成可能なため、より優れた透明電極を形
成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一具体例による有機発光素子を示す図である。
【図２】本発明の一具体例による有機発光素子を示す図である。
【図３】本発明の一具体例による有機発光素子の製造方法を示す図である。
【図４】本発明の一具体例による有機発光素子の製造方法を示す図である。
【図５】本発明の一具体例による有機発光素子の製造方法を示す図である。
【図６】本発明の一具体例による有機発光素子の製造方法を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明について詳細に説明する。
【００１９】
　一般的に、有機発光素子は、広い面積を有する２つの電極が互いに対向しており、その
間に電流によって光を発光する有機物層が形成されている構造を有する。前記電極の縁部
分から電流が印加されて電極の中心部側に流れながら、有機物を通過して対向する電極を
抜けるようになり、この時、電極の縁部分から中心部に電流が流れながら、電極の抵抗に
比例して電圧降下が発生する。このような電極の抵抗によって電圧降下が発生しただけエ
ネルギーを消耗し、有機発光素子のエネルギー効率を低下させてしまう。
【００２０】
　また、前記２つの電極の間に形成される電場が異なるため、電極の位置に応じて有機物
の発光量が異なるが、このような位置に応じた明るさの差は、外見上でも良くないだけで
なく、素子の安定性にも良くない影響を与える。したがって、有機発光素子では、このよ
うな問題を最小化するための設計が必要である。
【００２１】
　有機発光素子は、２つの透明電極、または透明電極と金属電極が対向する構造となって
いる。前述した電極における電圧下降の問題は、相対的に面抵抗が高い透明電極の方で問
題となる。前記透明電極としては、ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）などを
使用するが、前記ＩＴＯを含む透明電極の面抵抗値は１０～３０Ω／□の水準であって、
Ａｌなどを１００ｎｍ蒸着して製造した金属電極の面抵抗値である０．３Ω／□の水準よ
り約１００倍近くの差がある。前記透明電極の面抵抗値を低くするために、金属補助電極
を透明電極上に形成する方法が一般的に利用されているが、発光領域面の開口率を低下さ
せることなく、均一に面抵抗値を低くするためには、微細な金属電極を形成しなければな
らず、このためにはフォトリソグラフィー法が利用される。
【００２２】
　しかし、このような工程は、工程費用が高いという欠点がある。また、前記金属補助電
極の上にも有機物層と共に金属電極層が蒸着されるが、この時、透明電極上の金属補助電
極と金属電極との短絡の危険性のため、金属補助電極を形成する時、その上に絶縁層を追
加的に形成しなければならないという問題もあった。
【００２３】
　そこで、本発明は、極めて微細な補助電極を形成しなくても、透明電極層の電圧下降を
最小化し、素子の輝度均一性および安定性を確保可能な有機発光素子を提供しようとする
。
【００２４】
　そのために、本発明にかかる有機発光素子の製造方法は、１）基板上に形成された第１
電極上にスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パターンを形成するステップと、２）有機物層および
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第２電極を形成するステップと、３）封止（ｅｎｃａｐｓｕｌａｔｉｏｎ）薄膜を形成し
た後、前記封止薄膜の少なくとも一部分をエッチングして第１電極を露出させるステップ
と、４）前記ステップ３）の露出した第１電極に電気的に接続された補助電極を形成する
ステップとを含む。
【００２５】
　本発明にかかる有機発光素子の製造方法において、前記ステップ１）は、基板上に形成
された第１電極上にスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パターンを形成するステップである。
【００２６】
　前記ステップ１）の基板は、当該技術分野において知られたものを制限なく使用するこ
とができ、より具体的には、ガラス基板、プラスチック基板などを挙げることができるが
、これらにのみ限定されるものではない。
【００２７】
　前記ステップ１）の第１電極は、スパッタリング（ｓｐｕｔｔｅｒｉｎｇ）や電子ビー
ム蒸発（ｅ－ｂｅａｍ　ｅｖａｐｏｒａｔｉｏｎ）のようなＰＶＤ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　
ｖａｐｏｒ　ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）法を用い、基板上に、金属、導電性を有する金属酸
化物、これらの合金などを蒸着させて形成することができる。
【００２８】
　特に、前記ステップ１）の第１電極は、ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）
、ＩＺＯ、ＺｎＯ、ＳｎＯ２などの透明な導電性物質を含むことがより好ましいが、これ
らにのみ限定されるものではない。
【００２９】
　本発明では、前記ステップ１）において、基板上に絶縁層パターンを形成するステップ
をさらに含むことができる。前記絶縁層パターンは、大面積の有機発光素子において画素
区分の役割を果たすことができ、当該技術分野において知られた材料および方法を用いて
形成することができる。
【００３０】
　本発明において、前記ステップ１）のスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パターンは、当該技術
分野において知られた材料および方法を用いて形成することができる。前記スペーサパタ
ーンは、有機発光素子内の隔壁の役割、支持体の役割などを果たすことができ、前記スペ
ーサパターンの形成後、一部分をエッチングして第１電極に電気的に接続される補助電極
の形成のためのコンタクトホールを形成することができる。
【００３１】
　本発明にかかる有機発光素子の製造方法において、前記ステップ２）は、有機物層およ
び第２電極を形成するステップである。
【００３２】
　前記ステップ２）において、有機物層および第２電極は、前記ステップ１）の第１電極
およびスペーサの上部の全領域にわたって形成できる。
【００３３】
　前記ステップ２）の有機物層および第２電極の具体的な物質、形成方法は、特に限定さ
れるものではなく、当該技術分野において広く知られた物質および形成方法を利用するこ
とができる。
【００３４】
　前記第２電極は、金属電極であり得る。より具体的には、前記第２電極は、Ａｌ、Ｃａ
、Ｍｇ、Ａｇなどを１種以上含むことができるが、これらにのみ限定されるものではない
。
【００３５】
　本発明にかかる有機発光素子において、有機物層は、多様な高分子素材を用い、蒸着法
でない溶媒工程（ｓｏｌｖｅｎｔ　ｐｒｏｃｅｓｓ）、例えば、スピンコーティング、デ
ィップコーティング、ドクターブレーディング、スクリーンプリンティング、インクジェ
ットプリンティングまたは熱転写法などの方法によってより少ない数の層に製造すること
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ができる。
【００３６】
　本発明にかかる有機物層は、発光層を含み、正孔注入層、正孔輸送層、電子輸送層およ
び電子注入層の中から選択された１つ以上を含む積層構造であり得る。
【００３７】
　本発明にかかる有機発光素子において、前記正孔注入層を形成可能な物質としては、通
常、有機物層への正孔の注入が円滑にできるように仕事関数の大きい物質が好ましい。本
発明で使用可能な正孔注入物質の具体例としては、バナジウム、クロム、銅、亜鉛、金の
ような金属またはこれらの合金; 亜鉛酸化物、インジウム酸化物、インジウムスズ酸化物
（ＩＴＯ）、インジウム亜鉛酸化物（ＩＺＯ）のような金属酸化物; ＺｎＯ：Ａｌまたは
ＳｎＯ２：Ｓｂのような金属と酸化物との組み合わせ; ポリ（３－メチルチオフェン）、
ポリ［３，４－（エチレン－１，２－ジオキシ）チオフェン］（ＰＥＤＴ）、ポリピロー
ルおよびポリアニリンのような導電性高分子などがあるが、これらにのみ限定されるもの
ではない。
【００３８】
　本発明にかかる有機発光素子において、前記電子注入層を形成可能な物質としては、通
常、有機物層への電子の注入が容易となるように仕事関数の小さい物質であることが好ま
しい。電子注入物質の具体例としては、マグネシウム、カルシウム、ナトリウム、カリウ
ム、チタン、インジウム、イットリウム、リチウム、ガドリニウム、アルミニウム、銀、
スズおよび鉛のような金属またはこれらの合金; ＬｉＦ／ＡｌまたはＬｉＯ２／Ａｌのよ
うな多層構造物質などがあり、正孔注入電極物質と同一の物質を使用することもできるが
、これらにのみ限定されるものではない。
【００３９】
　本発明にかかる有機発光素子において、前記発光層を形成可能な物質としては、正孔輸
送層および電子輸送層から正孔と電子をそれぞれ受けて結合させることによって可視光線
領域の光を発し得る物質であって、蛍光や燐光に対する量子効率の良い物質が好ましい。
具体例としては、８－ヒドロキシ－キノリンアルミニウム錯体（Ａｌｑ３）；カルバゾー
ル系化合物; 二量体化スチリル（ｄｉｍｅｒｉｚｅｄ　ｓｔｙｒｙｌ）化合物; ＢＡｌｑ
；１０－ヒドロキシベンゾキノリン－金属化合物; ベンゾオキサゾール、ベンズチアゾー
ルおよびベンズイミダゾール系の化合物; ポリ（ｐ－フェニレンビニレン）（ＰＰＶ）系
の高分子; スピロ（ｓｐｉｒｏ）化合物; ポリフルオレン、ルブレン; 燐光ホストＣＢＰ
［［４，４’－ｂｉｓ（９－ｃａｒｂａｚｏｌｙｌ）ｂｉｐｈｅｎｙｌ］；などがあるが
、これらにのみ限定されるものではない。
【００４０】
　また、前記発光物質は、蛍光または燐光特性を向上させるために、燐光ドーパントまた
は蛍光ドーパントをさらに含むことができる。前記燐光ドーパントの具体例としては、ｉ
ｒ（ｐｐｙ）（３）（ｆａｃ　ｔｒｉｓ（２－ｐｈｅｎｙｌｐｙｒｉｄｉｎｅ）ｉｒｉｄ
ｉｕｍ）またはＦ２Ｉｒｐｉｃ［ｉｒｉｄｉｕｍ（ＩＩＩ）ｂｉｓ（４，６－ｄｉ－ｆｌ
ｕｏｒｏｐｈｅｎｙｌ－ｐｙｒｉｄｉｎａｔｏ－Ｎ，Ｃ２）ｐｉｃｏｌｉｎａｔｅ］など
がある。蛍光ドーパントとしては、当該技術分野において知られたものを使用することが
できる。
【００４１】
　本発明にかかる有機発光素子において、前記電子輸送層を形成可能な物質としては、電
子注入層から電子を適切に受けて発光層に移すことが可能な物質であって、電子に対する
移動性の大きい物質が好適である。具体例としては、８－ヒドロキシキノリンのＡｌ錯体
; Ａｌｑ３を含む錯体; 有機ラジカル化合物; ヒドロキシフラボン－金属錯体などがある
が、これらにのみ限定されるものではない。
【００４２】
　本発明にかかる有機発光素子の製造方法において、前記ステップ３）は、封止薄膜を形
成した後、前記封止薄膜の少なくとも一部分をエッチングして第１電極を露出させるステ
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ップである。すなわち、前記ステップ３）では、薄膜で全領域を封止した後、前記薄膜を
エッチングして前記第１電極と接触可能なコンタクトホールを形成することができる。
【００４３】
　前記ステップ３）において、薄膜のエッチングは、レーザエッチングなどを利用するこ
とができるが、これにのみ限定されるものではない。
【００４４】
　本発明にかかる有機発光素子の製造方法において、前記ステップ４）は、ステップ３）
の露出した第１電極に電気的に接続された補助電極を形成するステップである。
【００４５】
　前記補助電極は、第１電極の抵抗を改善するためのものであって、前記補助電極は、導
電性シーラント（ｓｅａｌａｎｔ）および金属からなる群より選択される１種以上を蒸着
して形成することができる。より具体的には、前記補助電極は、Ｃｒ、Ｍｏ、Ａｌ、Ｃｕ
、これらの合金などを含むことができるが、これらにのみ限定されるものではない。
【００４６】
　すなわち、前記ステップ４）では、封止薄膜およびコンタクトホール上に導電性シーラ
ント（ｓｅａｌａｎｔ）または金属を蒸着することにより、第１電極に電気的に接続可能
な補助電極を形成することができる。
【００４７】
　また、本発明にかかる有機発光素子の製造方法において、前記第１電極は透明電極であ
り、前記第２電極は金属電極であり得るが、これにのみ限定されるものではない。
【実施例】
【００４８】
　以下、図面を通じて、本発明にかかる有機発光素子をより具体的に説明する。しかし、
下記の図面は説明のためのものであって、本発明の範囲が下記の図面によって限定される
ものではない。
【００４９】
　本発明の一具体例による有機発光素子を、下記の図１および図２に示した。
【００５０】
　また、本発明の一具体例による有機発光素子の製造方法を、下記の図３ないし図６に示
した。
【００５１】
　図３ないし図６に示すように、本発明にかかる有機発光素子の製造方法は、１）基板１
０上に形成された第１電極２０上にスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）５０パターンを形成するス
テップと、２）有機物層３０および第２電極４０を形成するステップと、３）封止薄膜６
０を形成した後、前記封止薄膜６０の少なくとも一部分をエッチングして第１電極２０を
露出させるステップと、４）前記ステップ３）の露出した第１電極２０に電気的に接続さ
れた補助電極７０を形成するステップとを含む。
【００５２】
　また、本発明は、前記有機発光素子の製造方法によって製造されることを特徴とする有
機発光素子を提供する。
【００５３】
　本発明にかかる有機発光素子は、照明用有機発光素子により好適に適用することができ
る。
【００５４】
　また、本発明は、基板、第１電極、有機物層および第２電極を含む有機発光素子におい
て、前記第１電極上にスペーサ（ｓｐａｃｅｒ）パターンを含み、前記第１電極に電気的
に接続される補助電極を含み、前記第２電極および補助電極の間には封止薄膜を含むこと
を特徴とする有機発光素子を提供する。
【００５５】
　特に、従来の有機発光素子では、透明電極の第１電極は伝導度が低く、大面積の素子の
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実現時、第１電極パッドの端子から素子の中心部まで長手方向の電極の抵抗による電圧降
下が発生し、これにより、素子の輝度不均衡がもたらされていた。
【００５６】
　しかし、本発明にかかる有機発光素子は、上述のように特定の方法で補助電極を形成す
ることにより、前記電極の抵抗による電圧降下を防止することができ、これにより、素子
の輝度不均衡などを防止することができる。
【符号の説明】
【００５７】
　　１０　基板
　　２０　第１電極
　　３０　有機物層
　　４０　第２電極
　　５０　スペーサ
　　６０　封止薄膜
　　７０　補助電極
　　８０　絶縁層

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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